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岸
田
首
相
と
モ
リ
ソ
ン
豪
首
相
は
二
〇
二
二
年
一
月
六
日
、
日
豪

首
脳
テ
レ
ビ
会
談
を
行
い
、「
日
本
国
の
自
衛
隊
と
豪
国
防
軍
と
の

間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本

国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
」（
日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
）
に
署
名

し
た
。

　

日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
と
は
、「
日
豪
の
一
方
の
国
の
部
隊
が
他
方
の
国
を

訪
問
し
て
協
力
活
動
を
行
う
際
の
手
続
き
及
び
同
部
隊
の
地
位
等
を

定
め
る
」
も
の
で
あ
る
。
外
国
部
隊
が
訪
問
先
国
で
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
膨
大
な
量
の
行
政
手
続
き
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
う
し

た
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
訓
練
や

災
害
対
応
な
ど
の
分
野
で
の
両
国
部
隊
の
活
動
を
円
滑
化
す
る
こ
と

が
こ
の
協
定
の
目
的
で
あ
る
。
類
似
の
協
定
と
し
て
日
米
地
位
協
定

が
あ
る
が
、
双
方
の
部
隊
が
相
手
国
で
活
動
を
行
う
た
め
の
協
定
は

豪
州
が
初
め
て
と
な
る
。

　

日
豪
安
全
保
障
協
力
は
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
で
大
き
く
動
い
た
。
そ

こ
に
は
日
豪
双
方
の
部
隊
が
平
和
維
持
や
災
害
救
援
の
現
場
で
協
力

し
て
き
た
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
双
方
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
と
言

え
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
「
日
豪
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
」
が
、

一
二
年
に
は
「
日
豪
情
報
保
護
協
定
」
が
そ
れ
ぞ
れ
署
名
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
四
年
四
月
に
は
ア
ボ
ッ
ト
首
相
が
来
日
し
、
日
本
を
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
国
際
貢
献
・
国
際
協
調
を
重
視
す
る
「
良
き
国

際
的
市
民
」と
呼
ん
で
、「
積
極
的
平
和
主
義
」を
掲
げ
る
日
本
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
ま
た
日
本
で
は
同
年
七
月
、
安
倍
政
権
が
日
本
国
憲

法
の
解
釈
を
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
一
部
容
認
す
る
閣

議
決
定
を
行
っ
た
が
、
豪
政
府
は
そ
の
翌
日
に
は
「
国
際
的
な
平
和

と
安
定
に
対
す
る
日
本
の
よ
り
大
き
な
貢
献
を
歓
迎
す
る
」
と
の
声

獨
協
大
学
教
授

永
野
隆
行

今
年
一
月
に
署
名
さ
れ
た
日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

両
国
の
安
全
保
障
面
で
の
協
力
が
進
ん
で
い
る
。

イ
ン
ド
太
平
洋
の
安
定
化
に
資
す
る
役
割
に
加
え
て
、

将
来
的
な
日
本
の
安
全
保
障
協
力
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
う
る
。

な
が
の　
た
か
ゆ
き　

上
智
大
学
大
学
院

外
国
語
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
博
士
（
国
際
関
係
論
）。
専
門
は
国
際

関
係
論
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
交
史
。
共

著
書
に
『
帝
国
の
遺
産
と
現
代
国
際
関
係
』

『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
門
（
第
二
版
）』
な
ど
。

Ｒ
Ａ
Ａ
で
深
ま
る
日
豪
安
全
保
障
協
力

—
—

イ
ン
ド
太
平
洋
の
安
定
に
果
た
す
役
割
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明
を
発
表
し
て
い
た
。
七
月
に
は
安
倍
首
相
が
訪
豪
し
、
日
豪
関
係

を「
特
別
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」に
格
上
げ
し
、両
国
は「
防

衛
装
備
品
・
技
術
移
転
協
定
」
に
署
名
、
Ｒ
Ａ
Ａ
締
結
に
向
け
た
交

渉
開
始
を
合
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
七
年
四
月
、
豪
州
の
通
常
動
力
型
潜
水
艦
受
注
競
争

で
、
独
仏
と
競
っ
て
い
た
日
本
が
入
札
を
逃
す
と
、
日
本
側
で
安
保

協
力
の
先
行
き
を
不
安
視
す
る
声
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
佐
竹

知
彦『
日
豪
の
安
全
保
障
協
力
』に
よ
れ
ば
、潜
水
艦
の
応
札
を「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
戦
略
的
関
係
の
強
化
に
向
け
た
好
機
」
と
捉
え
て

い
た
日
本
は
、
冷
や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｒ
Ａ
Ａ
交
渉

で
は
日
本
側
の
死
刑
制
度
の
取
り
扱
い
が
最
大
の
障
害
だ
っ
た
こ
と

は
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
約
八
年
と
い
う
長
い
月
日
に
耐
え
ら
れ
た

の
は
、両
政
府
当
局
者
に
よ
る
忍
耐
強
い
協
議
の
積
み
重
ね
に
加
え
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
対
す
る
中
国

の
挑
戦
と
い
う
戦
略
認
識
が
両
国
で
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
の
実
現
は
両
国
の
安
保
協
力
関

係
を
再
び
上
昇
軌
道
に
乗
せ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
深
め

る
も
の
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
印
象
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

拡
大
す
る
安
全
保
障
協
力
網
の
モ
デ
ル
に　

　

岸
田
首
相
は
首
脳
会
談
で
、
豪
州
と
の
安
保
協
力
は
、
日
本
が
各

国
と
安
全
保
障
協
力
を
強
化
す
る
際
の
「
モ
デ
ル
」
で
あ
る
と
発
言

し
た
。
日
本
は
現
在
、
欧
州
や
ア
ジ
ア
各
国
と
安
保
協
力
を
深
め
て

お
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
は
Ｒ
Ａ
Ａ
締
結
に
向
け
た
交
渉
が
始

ま
っ
た
。
日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
交
渉
が
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
の
も
、
日

本
政
府
が
同
協
定
を
他
国
と
の
Ｒ
Ａ
Ａ
の
雛
形
に
し
よ
う
と
慎
重
に

進
め
て
い
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
豪
Ｒ
Ａ
Ａ
を
き
っ
か
け

に
他
国
と
の
安
保
協
力
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
日
豪
両
首
脳
は
共
同
声
明
で
、
両
国
の
安
保
協
力
を
深
化
さ

せ
、
今
後
の
長
期
的
な
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る
、
新
た
な
日
豪
安

保
共
同
宣
言
を
作
成
す
る
方
針
を
示
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
で
「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
秩
序
」
が
大
き
く
動
揺
す
る

な
か
で
、
両
国
が
国
際
公
共
財
と
し
て
の
日
豪
安
保
協
力
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
な
イ
ン
ド
太
平
洋
の
将
来
像
を
描
く
の
か
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
共
同
声
明
で
は
、
日
本
の
海
上
保
安
庁
と
豪
国
境
警
備
隊
の

情
報
共
有
や
海
洋
状
況
把
握
に
関
す
る
円
滑
化
も
謳
わ
れ
て
い
る
。

両
国
の
海
上
保
安
機
関
は
二
〇
一
八
年
、
海
上
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お

け
る
人
材
育
成
、
情
報
共
有
、
越
境
犯
罪
対
策
な
ど
の
分
野
で
の
協

力
文
書
を
交
換
し
て
お
り
、
円
滑
化
も
そ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ

る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
に
と
っ
て
、
海
洋
秩
序
は
地
域
の
安
定
と
繁
栄

の
基
盤
で
あ
り
、他
国
の
海
上
保
安
機
関
と
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

日
豪
両
機
関
の
さ
ら
な
る
連
携
と
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。
●




